
令和７年度
（２０２５年度） ４日 第７３号

文責：小西 貴仁

３月３日（火）、4年生が「久保修さんとの人権学習」を行いました。久保修さんとは、2回目の
人権学習となりました。
前回は、11月5日、久保修さんをゲストティーチャーとしてお招きし、テーマ『心のバリアフリー

（人権課題（障がい）について生き方から学ぶ）』で保護者の方と一緒に学習を行いました。
この時には、久保さんから「心のバリアフリー」とは、体に障がいがある人などが、日常生活の

中の「バリア（生活の中で不便になっていること）」を「とりのぞく」ことです。そのためには、「相
手のことを感じ取ってください。」というお話をしていただきました。「感じ取る」というのは、「相手
の気持ちになって考えてください。」ということを教えていただきました。4、5、6年生は、久保修さ
んの生き方からたくさんのことを学ぶことができました。
今回は、「4年生が久保さんにもう一度会いたい。」ということで、川島小学校に来ていただき

ました。3時間目と4時間目に教室で人権学習《久保さんをもっと知ろうクイズ》を行い、その後、
今回も一緒に給食を食べました。前回の子どもたちの様子は、少し緊張気味に久保さんに話しか
けていました。今回は、4年生の子どもたちはもとより、久保さんもとってもうれしそうに会話をして
いる姿が見られました。「人と人との関わりは、1回より2回、2回より3回と回数を重ねることで、
互いを正しく、深く理解し合えることに繋がる。」ということが、4年生の子どもたちと久保さんが
お互いに関わり合う姿から伝わってきました。

《久保さんと4年生との人権学習の様子を紹介します。》
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